
新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

新
旧
対
照
条
文

（
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
法
関
係
抜
粋
）

（
新
旧
対
照
条
文
一
覧
）

（
本
則
）

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

○
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
三
条
関
係
）

１
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○
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
五
条
）

第
二
章

役
員
及
び
職
員
（
第
六
条
―
第
十
条
）

第
二
章

役
員
及
び
職
員
（
第
六
条
―
第
十
条
）

第
三
章

業
務
等
（
第
十
一
条
―
第
十
三
条
）

第
三
章

業
務
等
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
四
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
三
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
十
四
条
・
第
十
五
条
）

附
則

附
則

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

第
一
条
・
第
二
条

（
略
）

第
一
条
・
第
二
条

（
略
）

（
情
報
・
研
修
館
の
目
的
）

（
情
報
・
研
修
館
の
目
的
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
以
下
「
情
報
・
研

第
三
条

独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
以
下
「
情
報
・
研

修
館
」
と
い
う
。
）
は
、
発
明
、
実
用
新
案
、
意
匠
及
び
商
標
に
関
す
る

修
館
」
と
い
う
。
）
は
、
発
明
、
実
用
新
案
、
意
匠
及
び
商
標
に
関
す
る

公
報
、
審
査
及
び
審
判
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
に
関
す
る

公
報
、
審
査
及
び
審
判
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
に
関
す
る

情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
、
中
小
企
業
者
（
特
許
法
（
昭
和
三
十
四

情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
特
許
庁
の
職
員
そ
の

年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
百
九
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業

他
の
工
業
所
有
権
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
研
修
を
行
う

者
を
い
う
。
第
十
一
条
第
六
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
試

こ
と
等
に
よ
り
、
工
業
所
有
権
の
保
護
及
び
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

験
研
究
機
関
等
（
同
法
第
百
九
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
試
験
研
究
機

目
的
と
す
る
。

関
等
を
い
う
。
第
十
一
条
第
六
号
及
び
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対

す
る
工
業
所
有
権
の
保
護
及
び
利
用
に
関
す
る
助
言
及
び
助
成
並
び
に
特
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許
庁
の
職
員
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対

す
る
研
修
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
工
業
所
有
権
の
保
護
及
び
利
用
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
の
二
～
第
五
条

（
略
）

第
三
条
の
二
～
第
五
条

（
略
）

第
三
章

業
務
等

第
三
章

業
務
等

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
一
条

情
報
・
研
修
館
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

第
十
一
条

情
報
・
研
修
館
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

業
務
を
行
う
。

業
務
を
行
う
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

中
小
企
業
者
及
び
試
験
研
究
機
関
等
に
対
す
る
工
業
所
有
権
の
保
護

（
新
設
）

及
び
利
用
に
関
す
る
助
言
を
行
う
こ
と
。

七

中
小
企
業
者
及
び
試
験
研
究
機
関
等
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
者
の
工
業

（
新
設
）

所
有
権
の
保
護
及
び
利
用
を
図
る
た
め
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の

助
成
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
。

八
・
九

（
略
）

六
・
七

（
略
）

十

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十

（
新
設
）

一
条
の
十
五
及
び
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言
並
び

に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
助
成
を
行
う
こ
と
。

十
一

（
略
）

八

（
略
）

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
準
用
）

第
十
二
条

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭

（
新
設
）

和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
の
規
定
（
罰
則
を
含
む
。
）
は
、
前
条
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第
七
号
及
び
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
情
報
・
研
修
館
が
交
付
す
る
助
成
金

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
（
第
二
条
第
七
項
を

除
く
。
）
中
「
各
省
各
庁
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権

情
報
・
研
修
館
」
と
、
「
各
省
各
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法

人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
の
理
事
長
」
と
、
同
法
第
二
条
第
一
項
及

び
第
四
項
第
一
号
、
第
七
条
第
二
項
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、

第
二
十
四
条
並
び
に
第
三
十
三
条
中
「
国
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法

人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
」
と
、
同
法
第
十
四
条
中
「
国
の
会
計
年

度
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
の
事
業

年
度
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
積
立
金
の
処
分
）

（
積
立
金
の
処
分
）

第
十
三
条

情
報
・
研
修
館
は
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規

第
十
二
条

情
報
・
研
修
館
は
、
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
期
目
標
の
期
間

定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
中
期
目
標
の
期
間

」
と
い
う
。
）
の
最
後
の
事
業
年
度
に
係
る
通
則
法
第
四
十
四
条
第
一
項

」
と
い
う
。
）
の
最
後
の
事
業
年
度
に
係
る
通
則
法
第
四
十
四
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
整
理
を
行
っ
た
後
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
整
理
を
行
っ
た
後
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
積
立
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
う
ち
経
済
産

よ
る
積
立
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
う
ち
経
済
産

業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
を
、
当
該
中
期
目
標
の
期
間
の
次
の
中
期

業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
を
、
当
該
中
期
目
標
の
期
間
の
次
の
中
期

目
標
の
期
間
に
係
る
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
中
期
計

目
標
の
期
間
に
係
る
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
中
期
計

画
（
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
変

画
（
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
変

更
後
の
も
の
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
次
の
中
期
目
標
の
期
間

更
後
の
も
の
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
次
の
中
期
目
標
の
期
間

に
お
け
る
第
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

に
お
け
る
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
四
章

雑
則

第
四
章

雑
則
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第
十
四
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

第
五
章

罰
則

第
五
章

罰
則

第
十
五
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行

第
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行

為
を
し
た
情
報
・
研
修
館
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る

為
を
し
た
情
報
・
研
修
館
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る

。

。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な

二

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き

。

。


